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様々線北

絹
年

3
月
に

成

工
事
中
は
仮
駅
舎
で
営
業

分 285.j聖

精華日44年12月 1 

本
町
は
、
役
務
波
紋
務
心
ま
嗣
問
の
緩
急
線
化
攻
、
問
削
和
問
間
十

で
、
わ
ず
か
mm
十
滋
分
の
地
域
六
年
一
一
一
月
完
成
め
ざ
し
て
渓
々

で
あ
争
、
さ
ら
に
風
光
州
間
後
な
と
工
事
が
滋
め
ら
れ
て
お
控
室

淑
例
会
。
防
で
す
の
で
、
総
好
の
す
e

こ
れ
に
伴
い
、
談
相
関
子
駁

ベ
タ
ド
タ
ウ
ン
主
し
て
、
近
年

A
W
の
改
良
工
事
も
い
よ
い
よ
務

軌
跡
巡
な
る
発
段
会
続
け
て
お
ち
之
容
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た

ま

す

。

の

で

、

そ

の

蜘

戦

術

慌

を

お

知

ら

せ

こ
れ
ら
の
関
係
か
ら
、
本
町

L
ま
す
。

の
透
勤
者
の
大
総
分
N
仙
東
京
に
ま
ず
、
後
絞
舎
に
つ
い
て
で

激
動
し
て
い
る
務
状
で
あ
り
、
す
が
、
佼
絞
殺
は
、
新
制
執
品
開
が

勢
い
鳳
恩
返
に
見
る
常
務
副
酬
の
?
出
完
成
す
る
ま
で
の
閥
、
隊
隊
桜
山

“7
Y
広
は
、
ま
さ
に
殺
人
的
な
殺
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も

も
の
が
あ
り
、
す
で
に
常
祭
梢
燃
の
で
、
ナ
マ
に
十
一
月
下
匂
か

め
総
滋
カ
も
限
界
に
達
し
て
お
ら
翁
工
事
れ
て
お
り
、
間
関
年
の

9
ま
す
q

一
月
下
旬
に
は
家
淡
し
、
二
月

出
荷
さ
ん
も
す
で
に
ど
添
加
知
の
上
旬
か
ら
絞
閥
抗
訟
で
慾
梁
を
行

よ
う
に
、
飼
料
献
は
こ
れ
に
対
処
な
う
予
窪
で
す
c

と
の
仮
駅
会

ナ
ベ
く
、
回
世
件
以
泳
三
次
後
期
計
は
、
待
合
後
と
使
紛
の
附
附
に
一
…

…
燃
の
一
環
と
し
て
、
常
務
総
絞
綴
時
間
て
で
建
抱
訴
さ
れ
、
府
知
成
す

絞

t絵
手
続
の
複
々
線
化
を
絞
る
と
、
現
在
の
駅
舎
は
務
会
議

綴
し
、
指
判
断
、
綾
瀬
f
我
孫
子
だ
け
役
時
間
し
て
、
そ
の
後
H
H九
篤

蛇
附
主
ち
と
わ
寄
れ
、
仙
制
い
て
料
相

閥
抗
品
目
由
建
終
工
事
が
品
開
ま
る
わ

け
で
す
。

次
に
新
閥
抗
舎
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
括
判
閥
抗
鳥
引
は
、
波

代
的
仰
な
一
一
一
臨
時
油
開
て
に
改
築
さ
れ

ま
す
が
、
と
の
滋
礎
工
事
は
開
間

も
な
く
畿
又
寄
れ
、
上
も
の
工

事
は
欄
抑
布
?
の
例
制
川
ど
ろ
愛
工
市
町

予
定
で
、
開
閉
酌
刊
附
間
十
六
等
一
一
一
件
付

ま
で
に
完
成
さ
れ
ま
す
。

備
悶
々
線
化
に
よ
号
、
即
航
機
内

も
ゑ
劇
的
に
改
良
さ
れ
、
ホ
ー

ム
も
一
一
一
本
に
た
ち
ま
す
。
八
取

手
ま
で
愉
紙
芝
山
総
ル
持
さ
れ
た
時
点

で
は
、
ホ
ー
ム
は
附
同
本
に
な
れ
〆

ま
す
g

v

し
た
が
い
ま
し
て
、

部玄
H

も
こ
れ
ま
で
的
も
の
と
は

全
く
返
っ
た
橋
上
ぶ
に
ふ
ャ
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
線
上
奴
k
い
う

の
は
‘
い
わ
ゆ
る
奴
の
ホ

i
ム

φゆ令12月の納税φφ③

関定資産税の珍3.1務分です

今flの燃殺徴収は次の主主マ争行ないますので5回
線潟ください。
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の
上
に
原
点
刊
が
で
き
る
も
の
で

し
て
、
利
用
す
る
人
紳
同
機
絞
・
砕
い

芥
り
、
出
札
、
改
札
一
女
滋
っ
て

ホ
ー
ム
ヘ
叫
陣
争
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
氏
陣
汁
い
、
駅
北
側

へ
の
議
争
怜
拭
叫
り
向
同
由
通
路
も
設

駁
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、
自
治

議
絡
が
完
成
す
る
と
、
開
削
北
側
閣

総
帥
哨
の
住
民
の
方
々
は
狩
常
に

便
利
に
な
る
主
時
加
わ
れ
ま
ナ
。

昭
和
仰
向
十
六
年
一
品
n
n
v
ド
我
係

予
ま
勺
の
復
々
一
線
化
が
発
成
し

ま
す
と
、
細
部
訟
前
相
手
始
発
に
な

っ
て
い
る
会
閥
抗
惨
事
の
電
車
〈

返
附
郎
総
榊
邸
前
中
、
帥
附
し
て
近
距
唱
と

い
う
〉
は
、
大
部
分
が
銭
孫
子

始
発
に
な
。
ま
ず
。
と
わ
送
電

は
複
々
線
化
後
は
ふ
ん
協
持
へ
将
引
か

ず
に
、
綾
瀬
か
ら
制
品
開
制
跡
地
下
鉄

九
号
線
ハ
千
代
綴
〉
輔
聴
に
入
り
、

北
千
校
、
待
日
晶
、
}
鐙
羽
縁
関
川
、

千
駄
木
、
相
駅
淳
、
湯
島
、
新
制
問

ぷ
/
中
小
主
、
ふ
人
手
駒
刊
を
絞
て
慾

ケ
務
行
き
と
な
り
ま
す
。
な
お

と
の
千
代
悶
悶
陥
聞
は
、
昭
和
閉
口
十

七
年
春
ま
で
に
は
小
同
州
島
記
号

代
々
木
上
原
総
へ
祭
争
入
れ
る

と
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

北
十
位
l
大
手
駒
内
側
闘
は
、
本
年

十
二
月
下
品
切
に
回
出
議
し
、
時
間
る

淡
綴

t
品
品
千
絵
問
問
主
、
大
手
町

t
開
繍
ケ
総
開
聞
紙
、
と
も
に
常
懇

談
の
後
々
線
化
さ
れ
る
昭
和
問
問

十
六
年
一
一
一
月
ま
明
、
伊
料
、
間
甑
ケ
問
問

、z代
々
木
上
慰
問
怖
い
始
問
中
地
め
と

お
り
昭
和
mm
十
七
年
齢
僚
に
そ
れ

町の人口
路頭441f.10月81詰現在

638 

努 1守，542人前月比49入1韓

tt. 20，12詩人 グ 55グ

針 39，6る2人グ 104" 

世帯数争，784t量殺 11 35歌手許税

10Jlの人DI遺書芸

:'-l女計

慾主主 31人 31人 62人

転入 143人 142人 285人

死 亡 8人 6人 14人

転 倒 117人 112入 229人

な
h

ソ
ま
す

G

時
制
述
の
よ
う
に
、
現
在
の
取

手
紛
殉
築
地
の
大
部
分
が
我
係

予
紛
脱
却
と
な
る
た
め
、
取
手
か

ら
は
上
野
山
ね
の
後
逮
捕
屯
車
が
運

転
き
れ
る
こ
主
に
な
り
↑
ま
す
ω

こ
の
決
議
後
箪
は
、
品
判
吋
叩
サ
ず
に

鯵
議
す
る
よ
う
に
な

p
ま
す

が
、
快
速
と
い
う
名
の
と
お

争
、
北
千
仲
間
ま
で
は
主
要
防
艇
の

み
し
か
体
取
し
ま
せ
ん
が
、
北

千
絞

t-ぶ
抑
制
附
間
以
各
寂
停
車
主

な
り
ま
す
。
糸
線
帥
階
部
地
車
〈
的
唱

し
て
中
滋
》
は
今
ま
で
ど
お
り

上
野
行
と
な
ち
ま
す
。

な
お
、
我
孫
子
駅
以
糸
工
事

的
潟
市
民
終
の
訟
の
よ
う
す
は
制
抑
制
問

め
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
新
総

合
防
消
防
仙
あ
る
い
は
復
々
線
化
工

務
宛
成
ま
で
は
、
銭
高
同
の
惨
さ

ん
に
財
刊
か
k
ご
本
相
訟
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の

問
ご
し
ん
ぼ
う
を
わ
制
緩
い
い
た

し
ま
す
。
緩
ま
様
化
不
療
が
一

お
も
卒
く
完
成
い
た
し
ま
す
よ

う
、
惨
さ
ん
の
絶
大
な
る
C
綴

カ
会
合
せ
て
お
穎
い
い
た
し
ま

す。

i
i
!
 

の
方
が
叩
品
名
、
一
一
万
笈
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
な
匁
争
制
腕
に
み
て
み
ま

す
と
六
滋
米
議
…
名
毛
ヨ
レ
い
燦
以

上
十
五
歳
来
世
相
一
一
一
名
、
十
六
然

以
上
一
一
一
寸
議
衆
議
五
名
、
一
応
十

一
絞
以
上
五
十
歳
末
端
桝
十
名
、

鈴
齢
棋
に
し
て
二
十
伝
件
、
支
払
和
五
十
川
段
以
上
が
八
名
主
な
っ

続
料
蛸
隣
同
川
、
ス
百
貨
十
七
万
五
千
て
い
ま
す
。

同
円
支
織
し
℃
お
り
ま
す
。
隊
仰
は
、
滋
絡
へ
の
飛
び
だ

こ
の
交
砧
閥
的
門
知
飢
減
、
死
亡
し
し
‘
ヵ
l
プ
で
の
出
掛
炎
、
道
路

た
者
四
名
‘
各
一
点
十
万
聞
け
づ
っ
を
横
領
す
る
主
舎
の
世
帯
故
‘
向
口

二
百
万
円
、
内
ハ
均
約
月
以
上
が
一
一
一
転
車
に
繋
っ
て
い
る
と
き
の
桜

名
、
出
口
金
を
会
め
て
ス
十
世
品
万
総
事
後
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の

削
什
‘
…
↓
一
カ
只
月
以
上
」
ハ
カ
白
川
品
品
川
側
め
に
は
、
ち
主
っ
と
銭
安
品
刊
ゆ
り

の
ガ
が
七
名
・
内
金
と
し
て
十
れ
ば
附
削
げ
た
事
故
も
あ
ワ
ま

千
五
官
山
内
・
一
カ
月
以
上
一
ニ
カ
R

H

e
す
む
こ
の
内
X
通
戦
下
の
駄
の
小

中
京
滋
め
だ
が
八
名
、
十
玄
一
々
お
五
い
に
気
を
付
け
た
い
も
の

m
H
‘
付
総
間
以

t
f刀
日
月
半
ホ
滋
で
す
。

ぞ
れ
組
問
遂
の
予
定
で
す
。
計
総

に
よ
る
地
下
鉄
千
代
田
山
畿
の
務

雄
常
時
総
は
、
北
千
住

t
大
手
待

問
問
が
約
十
叩
息
分
、
終
組
問

t
同国ケ

期
間
関
が
約
二
十
笈
分
で
、
し
か

も
乗
り
か
え
た
し
で
務
心
に
渡

滋
し
ま
ず
か
ら
、
ふ
人
後
縦
訓
判
に

年
来
に
か
け
て
は
特
に
注
意
を

飲

酒

運

転

追

放

祭

民

運

動

(2総王子爵綴)

交
通
事
故
は
毎
年
数
畑
出
の

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

た
今
年
も
も
史
上
品
地
中
終
的
り
時
昨
年

を
ふ
削
叫
わ
る
ふ
父
遂
事
絞
り
死
傷

翁
が
総
て
お
ち
ま
す
。
特
に
こ

れ
か
ら
匁
米
に
か
け
て
例
年
交

返
事
故
も
一
多
発
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
乙
の
傾
向
刊
は
単
一
一
町
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
れ
ツ
ま
令

ん
9

こ
こ
数
年
来
ね
ん
滋
本
放
縫

滋
を
期
し
て
千
禁
緑
、
千
端
情
閥
附

融
開
榊
触
は
む
め
砧
制
盟
官
、
{
父
滋
策
金
山

協
会
‘
酌
町
内
法
還
資
金
対
策
議
議

会
あ
る
い
は
各
臨
職
業
場
等
に
お

い
て
も
機
会
あ
る
た
び
ど
と
に

安
明
組
事
欽
線
被
を
紛
え
て
お
れ
ソ

ま
す
が
、
い
っ
と
う
に
絞
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
と
で
守
秘
新
燥

で
は
十
一
月
一
円
口
か
ら
十
二
月

一
以
十
“
日
ま
で
を
欽
摘
出
叩
建
計
鞘
追

放
特
別
機
邸
内
智
雄
抗
期
と
定
め
、
強

力
に
か
防
災
ぶ
開
抑
制
仰
せ
し
め
て
お

9
ま
す
。

当
一
昨
吋
に
お
い
て
も
こ
の
遂
数

を
如
押
し
進
め
る
た
め
に
織
内
問
中

間
航
前
広
場
を
利
用
し
て
の
災
滋

家
紋
写
真
融
問
、
広
制
部
省
串
に
よ
る

飲
繍
泌
総
泊
地
品
抗
措
守
で
住
誌
の
ぷ

へ
訴
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末

に
か
け
て
は
、
な
に
か
と
お
溜

を
欽
hu険
会
も
多
く
な
る
と
出
品

町
民
交
通
災
害
保
障
金

す
で
に
ニ
十
七
人
に
ニ
冨
五
十
万
円
支
給

い
ま
す
が
、
お
滋
衣
料
供
ん
で
淫

談
室
偶
者
は
も
ち
ろ
ん

刻
綴
義
母
家
族
、
相
柿
精
m
に
ま
マ

出
品
訪
問
を
か
け
る
こ
と
に
も
な

き
、
胸
部
後
そ
ろ
っ
て
お
正
日
討
を

滋
え
る
こ
と
も
勺
き
な
く
な
ち

ま
す
。交

通
事
絞
め
相
側
・
刊
均
し
て
い
る

今
円
、
飲
湾
潔
転
に
よ
る
お
訟

は
、
偶
然
ま
が
感
く
起
き
た
の

明
、
は
な
く
、
起
こ
る
べ
き
し
て

総
き
た
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
自

分
は
こ
れ
伎
の
浴
な
ら
だ
い
じ

よ
う
ぷ
だ
な
と
縁
っ
て
遂
転
し

本
部
e
削
問
泊
三
白
か
ら
実
施
し

て
お
ち
ま
す
設
鈴
子
町
民
交
遜

議
長
際
会
議
糸
例
に
よ
る

支
出
凶
状
況
を
お
知
ら
喰
い
た
し

ま
す
。こ

の
条
例
叶
問
、
受
議
事
殺
で

な
く
な
ら
れ
た
方
や
A
R
蹴
押
さ
れ

た
方
会
救
韓
関
す
る
た
め

κ、
町

仙
制
向
附
マ
酌
叫
邸
内
交
通
災
害
保
隙
金

支
給
条
微
を
後
山
町
、
条
例
に
従

っ
て
立
齢
制
し
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
十
付
税
夜
明
、
絞
殺
い

て
事
故
を
起
こ
し
た
船
内
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、

M
M
り
に
総

合
欽
か
な
と
富
由
っ
た
ら
準
会
殺

っ
て
行
か
な
い

:i-勇
気
組
関

を
欽
ん
匂
し
ま
っ
た
ら
士
車
を
緩

い
て
タ
タ

γ
!
な
ど
を
お
湾
し

て
帰
る

!
z良
後
ハ
シ
ド
ル

な
持
つ
人
に
は
組
制
殺
す
す
め
な

い
i
i毅
切
な
ど
合

A
w
iガ

ン
主
し
て
、
選
転
持
、
携
行
設

け
か
が
互
い
の
交
通
に
対
す
る
総

綿
織
を
深
め
愛
唱
剤
事
故
の
終
減
を

然
災
ブ
丸
と
な
っ
て
成
功
さ
#
い

ま
し
ょ
う
。



町

営

住

宅

一
一
翻
入
居
者
募
集

}
 

h
M
V
 一

松
戸
伝
子
対
世
間
総
巾
引
樹
被
澗
岨
に
閉
川
〈
け
は
印
紙
入
談
山
中
判
例
が
一
点
十
万

一
す
る
条
例
に
従
い
酔
円
胤
湾
総
お
人
支
4
1
闘
川
ま
で
。

一
部
的
殺
を
募
築
い
た
し
ま
す
。
扶
養
殺
持
続
げ
か
二
人
白
場
合

一

〈

入

畿

地

質

絡

}

は

収

入

基

準

制

閉

が

五

十

五

万

…

@

町

内

h
h

臨
蹄
仲
枕
す
る
も
の
、
門
ま
で
ひ

一
ま
た
は
、
勤
務
湯
浅
を
有
す
い
沃
養
親
族
が
ヌ
人
の
場
合

十
る
も
の
で
、
河
酷
藷
零
か
い
さ
紋
入
基
準
額
が
双
十
九
万

発
る
こ
と
匂
現
に
住
宅
に
絞
っ
笈
千
丹
ま
で
。

日
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
狭
湾
毅
族
が
阪
人
の
場
合

引

と

主

。

は

和

子

人

級

協

中

側

斜

が

六

争

開

悶

万

円M

品
目
山
申
し
込
み
し
た
お
に
お
い
m
m
ま
で
。

百-W

て
そ
む
収
入
が
つ
ぎ
に
付
税
浅
@
裁
に
災
燈
し
ま
た
は
、
園
内

約

ず

る

も

の

む

燈

し

よ

う

と

す

る

貌

族

ハ

蹄

閉

館内

J

句
、
芳
…
組
組
依
宅
に
つ
い
て
は
綴
卵
期
出
を
し
な
い
が
務
由
来
上

一
扶
養
窺
族
一
人
の
植
物
合
は
、
議
問
脳
関
係
と
問
問
機
的
察
情
に

一
紋
入
義
準
額
ハ
品
開
与
所
得
出
り
あ
る
も
の
、
そ
的
総
議
約
者

一
場
合
〉
が
七
十
四
万
五
千
削
H

b

z

合
h
M
M

が
あ
る
こ
と
。

一

ま

で

n

〈
山
申
し
込
み
4
A
淡》

…
持
制
鱗
縄
開
制
族
二
人
の
機
会
は
@
酌
内
務
仲
間
宅
入
隊
出
叩
綿
綿
帯
百

一
収
入
義
弟
側
酬
が
七
十
九
万
開

N

G

昭
和
問
悶
十
一
一
一
年
度
給
与
交

一

ま

で

G

払

い

翠

開

明

書

簡

綴

遂

六

号

線

の

交

通

登

は

口
M

M

い
扶
諸
抑
制
執
後
げ
か
削
間
入
の
場
合
点
目
問
阿
部
抑
制
制
終
遊
間
開
設
殺
し
に
機
占
え
て
お
り
交
滋
決
機

E

ば
収
入
茶
換
制
制
が
八
十
八
万
ハ
入
車
抽
選
考
〉
も
し
ば
し
ば
同
知
的
き
て
お
守
ま

Z

悶
け
ま
で
。
@
入
院
抑
申
し
込
み
議
け
か
住
宅
す
。
そ
と
で
建
設
市
協
に
お
い
て

も
て
芳
二
機
町
務
鯵
宅
に
つ
い
の
一
戸
数
を
に
え
る
場
合
は
、
関
送
六
駄
円
換
の
紋
一
級
を
乱
射
繍

;
て
は
扶
養
液
終
が
}
人
の
場
潔
潟
委
員
会
げ
か
湊
怖
を
南
側
乏
し
、
す
で
に
制
問
燃
も
終
h

ソ
着

d

予

防

H
s
i
t
s
i
g
i
t
-
t
3
1
1
iき
を

1
3
1
3を
1
1
2
s
i
g
i
l
t
tま
5
5
2
i
i
t
t
i
t
i
t
-
-‘S
3
8
3
1
1
4

1
…
経
近
の
日
本
人
の
寿
命
で
す
。
い
ま
腕
聞
き
ざ
か
り
の
現
窪
、
わ
が
関
宅
公
に
実
…

蜘
・
比
一
は
、
牛
間
続
格
弘
前
V
攻
勢
、
経
表
い
人
た
ち
の
中
に
は
、
お
擁
さ
れ
て
い
る
年
余
制
閥
復
に
一

〔
小
学
の
幾
多
な
ど
に
よ
っ
て
議
分
自
身
の
議
後
の
開
問
題
に
つ
は
、
島
民
民
や
尚
恒
常
業
者
が
加
…

一
一
し
く
伸
び
て
き
ま
し
た
。
将
い
て
あ
ま
り
真
相
慨
に
海
え
て
入
ず
る
償
交
年
余
句
会
社
や
…

一
…
来
も
謂
端
技
以
上
に
伶
び
て
い
い
な
い
人
も
か
な
哲
み
る
よ
工
場
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
一

一

一

く

主
γ
怨

さ

れ

て

お

争

、

わ

う

で

す

。

が

加

入

す

る

厚

生

年

金

総

…

一
一
け
炉
開
闘
の
人
民
務
成
は
ゑ
遂
に
未
来
w
L

終
問
棋
の
可
総
叫
院
を
料
問
、
制
郎
総
H
が
伯
出
入
す
る
鈴
滋
…

一
…
港
齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
も
つ
芳
人
主
し
て
は
、
む
し
保
険
、
公
務
燃
や
妥
協
の
絞
…

…
一
ま
た
、
旦
駅
近
は
吋
級
事
削
ろ
こ
の
方
が
当
然
と
い
え
る
員
な
ど
が
加
入
す
る
各
種
の
一

一
一
き
と
い
う
こ
E
が
よ
く
い
選
弘
前
議
後
議
選
善
努
殺
さ
殺
害
な
ど
、
あ
わ
せ
ザ
ム

酬

二
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
れ
ば
、
警
部
議
も

T
翠

塑

ヌ

八

雲

の

制

閉

ま

あ

;

一

二

義

援

護

主

錦

、

乙

子

供

に

磁

凶

関

縦

縞

組

問

総

関

器

す

。

一

一
一
絞
ら
れ
、
滋
父
母
は
出
加
の
数
料
も
〆
滋
散
融
鍛
紛
間
際
総
滋
…
w

現
在
は
す
べ
て
申
告
本
線
一

わ
一
立
し
た
張
計
を
営
む
と
い
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
や
が
誌
が
、
ど
れ
か
の
年
金
網
府
民
一

部
…
と
と
を
な
総
し
ま
す
が
、
こ
て
は
、
年
を
と
っ
て
時
間
け
な
に
知
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
…

緑
川
の
綴
肉
は
ま
す
ま
す
出
掛
ま
る
く
な
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
、

tr。
…

欄

一

も

の

と

ま

れ

そ

ー

す

。

そ

の

主

き

に

な

っ

て

か

じ

合

事

室

事

と

積

判

ど

う

し

て

も

名

人

の

生

滋

ら

あ

わ

て

て

も

取

り

返

し

が

吋

殺
し
、
自
分
が
知
加
入
し
て
い
…

航
一
の
喜
一
は
、
弦
念
品
川
禁
解
つ
き
ま
せ
ん
。

る
相
ザ
品
職
、
あ
る
い
は
移
入
し
一

〈
山
決
す
る
必
漆
が
あ
る
わ
け
で
自
分
の
将
来
の
生
活
は
お

一
一
す
。
年
金
書
設
、
そ
の
対
分
で
銀
出
陣
す
る
主
い
う
主
情
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
金
制
側
一

一
一
策
の
や
心
な
な
す
国
闘
の
制
制
緩
え
が
必
凝
と
な
る
わ
け
切
皮
の
し
く
み
を
よ
く
知
っ
て
…

↑

…

と

し

て

生

ま

れ

て

き

た

も

の

す

。

ほ

し

い

も

の

マ

す

o
j
iぃ

し
、
住
宅
の
附
間
収
納
す
る
度
合

い
的
世
間
い
も
の
か
ら
大
閉
山
者

を
絞
殺
す
る
。

。
入
阻
出
品
唱
を
哨
撚
考
す
る
場
合

な
お
銭
ナ
唱
の
関
同
制
緩
絞
め
出
止

め
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
附
期
総
せ
ん
に
よ
り
入
総
泊
者

を
設
定
し
ま
す
。

ハ
入
陣
柚
受
付
)

品
百
入
臨
時
交
付
は
、
昭
和
削
悶
十

同
問
年
十
二
月
一
誌
か
ら
開
閉
和

問
悶
十
附
悶
年
十
二
月
十
蕊
u
H
ま

で。
な
お
、
一
穂
、
ス
組
側
町
営

住
家
的
袖
間
欠
綴
伎
の
あ
る
入

自
をが

か
ら
せ

子
そ
っ
か

は
、
こ
の
背
郵
船
緋
臨
吋
に
お
い
て

綴
時
間
が
紛
れ
ま
す
の
で
あ
ら

た
め
て
お
出
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
申
他
謀
総
に
つ
い
て

は
裁
縫
緩
ま
で
お
問
い
合
せ

胃、
s
h
p

回、。

《

1
i
L

国
道
六
号
線
拡
幅
事

繰
戸
交
諜
点
に
は
歩
道
橋
も

す
る
と
主
に
な
守
ま
し
た
。

納税……
p
交
差
点
〈
凶
附
滋
六
号
線

主
揖
常
送
時
科
村
知
子
一
一
川
柚
轄
の
内
入
絞

ぷ
v

の
鉱
総
工
事
は
仏
側
ま
り
ま

し
た
が
交
遊
点
、
議
近
の
同
紙
調
宜

伸
帖
次
り
と
お
れ
ν
で
す
。

綿
入
差
務
総
以
内
山
一
十
・
ヂ
九
メ
ー

ト
ル
門
交
差
郊
外
は
十
九
・
五

メ
i
ト
ル
〉
、
こ
れ
は
か
み
幾
A

岬山

中
心
か
ら
十
両
方
へ
一
人
五
メ

1

F
ん
づ
っ
滋
一
級
す
る
も
の
で

す。
ま
た
.
交
差
却
仰
に
は
歩
滋
橋

も
で
き
る
予
祭
で
す
。
新
設
さ

れ
る
得
道
擦
は
総
長
会
十
メ
ー

ト
ル
綴
災
一
・
五
メ
!
ト
ん
で

階
的
艇
が
十
二
メ
ト
i
ル
づ
っ
付

き
ま
す
‘

な
お
、
交
蔵
品
部
分
の
m
m
削
附
に

は
そ
れ
ぞ
れ
ガ

i
F
レ
!
ん
を

付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ず
ム
家
〈
山
父
然
い
ろ
は

閥
的
年
以
…
月
七
本
ま
で
に
潟
市
棋
す
る

予
定
で
す
。

納
税
功
労
者
表
彰
さ
る

間

人

・

語

体

な

ど

殺
打
叩
机
務
署
管
内
的
品
開
税
表

彩
式
が
、
ム

L
月
十
日
間
関
側
偶
然

械
設
を
は
じ
め
多
数
の
列
籍
者
安

迎
え
総
一
戸
市
妥
協
会
岬
坊
で
暗
躍
大

仰
い
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
的
関
係
の
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
G

。
糾
偶
蹄
鴨
署
長
感
総
状

執
m
m
廿
然
災
我
孫
子
蜘
吋
和
総

二
、
九
九

O
鈴
柏
崎
我
孫
子
均

一
務
次
総
営
指
導
員

@
制
出
務
国
脅
醐
鈎
山
門
抽
相
続
』
則
市
議
総
合

ス

今

i
教

苗

場

ウ
イ
Y
タ
!
ス
ポ
ー
ツ
の

γ

ー
ズ
シ
で
す
。
教
脊
議
時
間
会
で

は
ス
ポ
ー
ツ
数
磯
町
一
環
主
し

災
会
会
長
表
彰
状

土
問
戸
仙
削
貌
拍
艇
A
H

級
品
目
長
戸
別
限
市
抑
制
時
右
綴
開
け

な
わ
判
、
受
賞
者
、
受
賞
砧
抑
制
偶

貯
蓄
組
組
合
は
、
い
づ
れ
も
料
相
税

の
綾
瀬
賀
伎
を
漆
く
線
級
さ
れ
、

多
年
に
わ
た
れ
ツ
優
秀
な
総
統
荻

納
税
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
納
税

制
組
合
の
資
出
柄
、
ま
た
は
、
資
色

申
告
の
着
及
樹
持
淡
掠
寸
に
尽
力
さ

れ
た
幼
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

問

機

ス
キ

1
場

で

か

て
、
つ
ぎ
の
と
お
h

ツ
凡
キ
ー
ス

タ
l
片
を
削
開
き
ま
す
α
お
一
人

で
も
あ
る
い
は
ど
家
時
的
織
っ
て

酌
叫
で
行
な
う
い
ろ
い
ろ
の
学
準

は
み
な
さ
ん
の
約
め
ら
れ
た
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
け

E
す
。
附
刊
で
泳
、
十
…
一
八
一
一
け
か
ら

ど
附
間
十
…
一
月
二
十
七
円
u
ま
旬
開
附
敏
感

力
い
允
田
山
強
制
問
n
H
附
主
L
て
泌
総
数
以
湘
暗

ど
さ
ま
な
行
な
い
ま
す
。
滞
仙
約
さ
れ
て

t
た
ね
い
る
双
山
出
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
主

菜
、
年
開
か
い
ま
す
が
‘
設
も
よ
い
ガ
淡

々
滞
納
で
仙
刺
殺
さ
れ
る

F
う
係
長
が
以
内

税
制
組
も
い
抑
制
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
料

少
な
く
闘
附
さ
れ
て
狩
割
拠
資
制
剰
に
と
協
力

な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
綴
い
し
ま

き
ま
し
時
。

3
9
 

一
一
日
江
主
、
雪
国
端
山
間
も
な
く
し

j

:

j

i

 

i
I十
て
柏
駅
付
ま
た
は
綴
淡
に
応
じ
な

自

苦

手

:

主
比
較
す
ふ
と
少
な
く
あ
り
ま
い
附
都
府
県
な
方
に
は
不
本
慾
な
が

ぜ
ん
ο

ら
差
出
押
え
公
交
の
処
震
安
し
ま

後
柑
開
々
と
存
郊
の
と
お
号
、
す
め
で
ど
承
hmく
だ
さ
い
υ

〔
写
真
は
待
相
十
の
中
泉
ス
キ
ー
場
V

foぢよ

お
気
軽
伊
作
品
掛
州
州
下
さ
い
。
柑
輯
脇
械

も
繋
滋
の
半
額
で
す
み
ま
す
c

A
V
閉
出
日
日
…
月
一
一
一
-
T
-
8
1
コ

月日一

g
ハ
土
・
内
科
・
円
月
〉
器
開

夜
発
ニ
約
一
一
一
日

。
擢
刑
務
日
刊
問
機
ス
キ
;
場

。
対
象
パ
酔
町
内
に
+
枕
後
・
在
勤

・
夜
付
干
の
も
の

〈V
人
縄
問
リ
ル
支
寝
殿
十
名

。
A
F五臨買い附悶
dγ
間什

(bT遜
組
?

宿出問曲賞
1
u
l
チ
叫
打
、
務
総

狩
込
み
)

。
交
唱
雄
日
仲
間
畑
町
パ
ス

〈
〉
山
申
し
込
み
日
}
月
二
十
日
滋

に
都
胤
絹
紬
又
は
直
協
拭
数
符
袋
負

会
へ

〈
〉
お
問
問
い
合
せ
日
救
済
委
員
会

社
会
惨
殺
銭
円
八
一

五
一
内
線
二
…
七
〉

教

639 
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